
                        

 第 １１Ａ－０１６号 

ANANE WS 
２０１１年４月２８日 

平成２３年３月期決算について 
 

ＡＮＡグループは、本日４月２８日（木）、平成２３年３月期決算を取りまとめました。 詳細は別添

の「平成２３年３月期決算短信」をご参照ください。 
 
１．平成２３年３月期の連結業績 
（１）連結経営成績（連結子会社６４社、持分法適用非連結子会社５社、持分法適用関連会社２０社） 
①概況 
・ 年度を通じて堅調に推移した需要の取り込みと、羽田空港国際化に伴う国際線ネットワーク

の拡充による需要創出が奏功し、世界的な景気後退の影響を受けた前期と比較して、航空

運送事業で大幅な増収となりました。 
・ 首都圏空港の発着枠増加よる事業規模拡大に伴って、生産連動費用や航空機材費は増加

しましたが、「ＡＮＡグループ２０１０－１１年度経営戦略」に基づいたコスト構造改革を着実に

実行し、グループ全体で営業費用の抑制に努めました。 
・ 東日本大震災の影響により、仙台空港発着便が全便欠航となりましたが、福島空港、山形

空港に臨時便を就航させたことに加え、救援物資の輸送協力や医療支援者等への渡航協

力を実施する等、復興に向けた支援を進めてまいりました。 

これらの結果、当期の連結経営成績は、営業収入が１３，５７６億円、営業利益が６７８億円、 

経常利益は３７０億円、当期純利益は２３３億円と大幅な増収増益となりました。なお、１株あた

りの配当金につきましては、２円を予定しております。                                             
単位：億円（増減率を除き、単位未満は切り捨て） 

【連結経営成績】 平成２３年３月期 平成２２年３月期 増減 増減率(%)※１ 

営 業 収 入 １３，５７６ １２，２８３ １，２９３ １０．５ 
営 業 費 用 １２，８９８ １２，８２６ ７２ ０．６ 
営 業 損 益   ６７８ ▲  ５４２   １，２２０ ―― 
営 業 外 損 益 ▲ ３０７ ▲  ３２０    １２ ―― 
経 常 損 益   ３７０ ▲  ８６３   １，２３３ ―― 
特 別 損 益     ▲  １９    ▲   ９２ ７３ ―― 

当期純利益または純損失  ２３３ ▲  ５７３  ８０６ ―― 
※１ 前年同期との比較による増減率を示しています。 

単位：億円（単位未満は切り捨て）   

平成２３年３月期 平成２２年３月期 増減 
【セグメント情報】 

売上高 営業損益※２ 売上高 営業損益 売上高 営業損益 
航空運送事業 １２，１８２ ６０５ １０，８８６ ▲５７９ １，２９６ １，１８４ 
旅 行 事 業 １，５９３ ２６ １，６６９ ▲  ０ ▲ ７５ ２６ 
そ の 他 １，３８９ ４８ １，３７４ ３３ １４ １４ 

※２ 各事業における営業損益はセグメント利益に該当します。 
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②国内線旅客事業 
・ ビジネス需要、プレジャー需要ともに堅調に推移し、東日本大震災の影響がありましたが、

旅客数は前期を上回りました。 
・ 「スーパー旅割」の拡充や「乗継特割」の新規設定、「ＡＮＡカードファミリーマイル」の開始、

羽田空港第２ターミナル拡張に伴うラウンジの新設等、需要喚起と競争力・サービスの強化

に努めました。 
・ 羽田空港Ｄ滑走路供用開始に伴い羽田＝徳島線を再開設した他、需要が旺盛な時期には、

臨時便の設定や機材の大型化を行う等、引き続き需給適合を推進しました。 

  結果として、国内線旅客収入は前期比３．４％増の２１６億円の増収となりました。 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【国内線旅客事業】 平成２３年３月期 平成２２年３月期 増減 増減率(%)) 

売上高（億円） ６，５２６ ６，３０９   ２１６ ３．４ 
旅客数（千人） ４０，５７４ ３９，８９４ ６７９ １．７ 
座席キロ（百万座席キロ） ５６，７９６ ５７，１０４ ▲３０８ ▲ ０．５ 
旅客キロ（百万人キロ） ３５，９８３ ３５，３９７ ５８６ １．７ 
利用率（％） ６３．４ ６２．０   １．４ ――― 

 
 

 
③国際線旅客事業 
・ 全方面において、ビジネス需要が顕著に回復したことに加え、羽田空港国際化による羽田

＝ロサンゼルス・ホノルル・バンコク・シンガポール・台北（松山）線の新規開設、羽田＝ソウ

ル（金浦）線の増便等が、地方発の接続需要を含めて好調に推移し、尖閣諸島問題や東日

本大震災の影響はありましたが、旅客数は前期を大きく上回りました。 
・ 羽田国際化に伴う新規開設・増便の他、７月から成田＝ミュンヘン線、２月末から成田＝  

マニラ線を新規開設し、１月には成田＝ジャカルタ線を再開設しました。また、需要が見込め

る路線においては機材を大型化する等、引き続き需給適合を推進しました。 
・ 新プロダクト搭載機材（ボーイング７７７－３００ＥＲ）をニューヨーク線・フランクフルト線・ロン

ドン線に導入し、競争力強化に努めるとともに、ヨーロッパや中国・アジアで展開する当社ホ

ームページにおいて、各国通貨にて航空券を予約購入できる機能を導入し、訪日需要の獲

得に努めました。 

  結果として、国際線旅客収入は前期比３１．１％増の６６５億円の増収となりました。 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【国際線旅客事業】 平成２３年３月期 平成２２年３月期 増減 増減率(%) 

売上高（億円） ２，８０６ ２，１４１ ６６５ ３１．１ 
旅客数（千人） ５，１６８ ４，６６６ ５０１ １０．８ 
座席キロ（百万座席キロ） ２９，７６８ ２６，７２３ ３，０４４ １１．４ 
旅客キロ（百万人キロ） ２２，４３０ ２０，２２０ ２，２０９ １０．９ 
利用率（％） ７５．３ ７５．７ ▲０．３ ――― 
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④貨物事業 
・ 国内線は、国際線への接続貨物需要を取り込みましたが、機材小型化の影響もあり、輸送

重量は前期を下回りました。 
・ 国際線は、液晶・半導体関連部材の荷動きが活発なアジア域内路線、自動車部品を中心と

した日本発北米・欧州路線の需要が好調に推移したことに加え、沖縄貨物ハブネットワーク

が、アジア域内における需要獲得に奏功し、輸送重量は前期を上回りました。 

結果として、国内線貨物収入は前期比１．８％増の５億円の増収、国際線貨物収入は前期比  

５４．４％増の３０３億円の増収となりました。 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【貨物事業】 平成２３年３月期 平成２２年３月期 増減 増減率(%) 
売上高（億円） ３２４ ３１８   ５ １．８ 
輸送重量（千トン） ４５３ ４５８ ▲ ５ ▲ １．１ 

国

内

線 有償貨物ﾄﾝｷﾛ（百万ﾄﾝｷﾛ） ４５０ ４５３ ▲ ３ ▲ ０．７ 
売上高（億円） ８６０ ５５７ ３０３ ５４．４ 
輸送重量（千トン） ５５７ ４２２  １３４ ３２．０ 

国

際

線 有償貨物ﾄﾝｷﾛ（百万ﾄﾝｷﾛ）    ２，０６９ １，７１７  ３５２ ２０．５ 
 
 
 
（２）連結財政状態 
・ 資産の部では、現預金などの手元資金が増加するとともに、航空機を増強したこと等により

流動資産と固定資産がそれぞれ増加しました。 
・ 有利子負債は、短期借入金、社債が減少し、前期末に比べ２８億円減少しました。 
・ 自己資本は４６７億円増加の５，２０２億円、自己資本比率は２７．０％となりました。 

 

（自己資本比率、Ｄ／Ｅレシオを除き単位未満は切り捨て） 

【連結財政状態】 平成２３年３月期 平成２２年３月期 増減 

総資産（億円）       １９，２８０     １８，５９０ ６８９ 
自己資本（億円）  （注１）        ５，２０２      ４，７３５ ４６７ 
自己資本比率（％）          ２７．０        ２５．５   １．５ 
有利子負債残高（億円） （注２）        ９，３８８      ９，４１６ ▲ ２８ 
Ｄ／Ｅレシオ（倍） （注３）           １．８         ２．０ ▲０．２ 
注１：自己資本は純資産合計から少数株主持分を控除しています。 

注２：有利子負債残高にはオフバランスリース負債は含みません。 

注３：D／E レシオ＝有利子負債残高÷自己資本 
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（３）連結キャッシュ・フローなどの状況  
・ 営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前純利益に、減価償却費や税金などの調

整の結果、２，０３８億円の収入となりました。 
・ 投資活動によるキャッシュ・フローは、航空機を中心に投資を行った結果、１，３９６億円の支

出となりました。 
・ 財務活動によるキャッシュ・フローは、新規の借入による資金調達を行う一方、借入金の返

済を進めた結果、１０５億円の支出となりました。 
 

単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【連結キャッシュ・フローなど】 平成２３年３月期 平成２２年３月期 

営業活動によるキャッシュ・フロー ２，０３８ ８２９ 

投資活動によるキャッシュ・フロー ▲１，３９６ ▲２，５１８ 

財務活動によるキャッシュ・フロー ▲  １０５ １，７３７ 

現金および現金同等物期末残高  ２，０１６ １，４８１ 

減価償却費 １，１８４ １，１３８ 

 
２．平成２４年３月期の見通し  
・ 前期のわが国経済は、アジアの経済成長を背景にした設備投資や個人消費に持ち直しの

動きが見られましたが、原油価格の高騰や金融資本市場の変動懸念、為替レートの変動に

加え、東日本大震災の影響が懸念される等、今期の経営環境の先行きはより不透明感を増

しております。 
・ 東日本大震災の影響はありますが、「２０１１－１２年度ＡＮＡグループ経営戦略」に掲げる基

本戦略である「基本品質の維持向上」、「更なる生産性の追求」をはじめとする経営の効率

化を着実に実行し、「アジアを代表するエアライングループを目指す」という経営ビジョンの

実現を目指してまいります。 
・ 直近の需要減退に対しては、緊急対策として機材の小型化・減便等の需要動向に応じた生

産量調整ならびに各部門における徹底したコスト管理・削減を実施し、３００億円程度のコス

ト削減を図ります。加えて、需要喚起につながる運賃設定や各種販売促進を中心とした営業

施策を展開し、震災影響の極小化を目指します。 
 
当社グループを取り巻く環境は依然不透明であり、平成２４年３月期の連結業績見通しは、現時 
点では東日本大震災の影響により、合理的な予想ができないため、開示が可能となった時点で 
発表する予定です。なお、配当につきましては、未定とさせていただきます。 

 

以 上 


